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作ってみよう 
 

～地区防災計画の参考例～ 

 

Ⓒ2010 熊本県くまモン 

熊本県 

地区防災計画 

まずは、ここからはじめましょう！ 

 



 
 

 
 

 

  

地区防災計画とは 自分たちのまちに災害が起きることを想定し、そのための準備と災害時の行動計画を

地区のみんなでつくるものです。 

   地区の特性に応じて自由に作成することができます。計画を作成する際には想定される災害について検

討し、実際に活動を行う地域住民の目的やレベルにあわせた内容で作成しましょう。 

   計画は、最初からうまくはいきません。継続して活動し、改善していきましょう。 

    

   

作成した地区防災計画は、市町村地域防災計画の中に規定することができます。規定することにより、

行政と地域が連携し、共助が強化されることにより、地区の防災力を向上させることを目的としていま

す。※規定方法について、お住まいの市町村防災担当課にお尋ねください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市町村との連携（市町村の地域防災計画への掲載） 

作成した地区防災計画は、市町村防災会議に提案し、承認を得ることで、市町村地域防災計画

の中に掲載（規定）※することができます。 

市町村地域防災計画に掲載されることで、市町村の防災の取組みと地区の防災活動の連携が図

られ、地区の意向や考えを反映させながら、地域の防災力を高めていくことができます。 

※提案・掲載方法については、お住まいの市町村防災担当課にお尋ねください。 

■「地区防災計画」とは 

自分たちが生活する地区の住民の「命を守る」ため、地区の特性や想定される災害に応じ

て、平時の防災活動や災害時の行動を地区のみんなで“考え”、話し合いながら“つくる”計画で

す。地区で取り組む防災活動の目的や内容に応じて作成してみましょう。 

  最初から満点の計画を作成する必要はありません。作り上げた計画に基づき、継続的に活動

することで、少しずつ気づいた点や改善すべき点を見直していきましょう。 

【はじめに】 
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   「熊本県地区防災計画モデル」（以下「モデル」という。）は、地区防災計画を作成しやすくするため、

熊本県内で既に作成した地区の市町村、有識者からのご意見・ご協力いただき、県で作成した❝地区防災計

画の作成例❞です。※このモデルのとおり作成を強制するものではありません。 

 

  ■モデルの使い方 

  「メインモデル」は、地区防災計画作成に取り組みたいが、どのような計画をどれくらいのボリュームで

作り上げなければなければならないのかという不安を解消させ、取り組むためのハードルを下げるため作成

したものです。作成するにあたり、最低限考える必要があるであろうというものを盛り込んでいます。 

 

 

 「付け足しモデル」は、メインモデルを使い、地区防災計画を作成した後に、計画内容をより充実させたい

時に活用できるような項目を記載したものです。 

 

 「赤文字」で記載されている文章は、作成時のアドバイス等を記載したメモになりますので、計画作成時に

は必ず削除してください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「       」は、作成時の考え方やコツを記載しています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目 小項目 

表紙 
計画の名称 

基本方針 

地区の概要 
地区の特徴（計画対象範囲、社会特性、災害リスク等） 

今後想定される災害 

防災活動 

活動目標 

活動体制 

平常時における防災活動（活動スケジュール） 

災害時における防災活動 

中長期的に取り組む事項 

地区防災マップ 

ハザードマップの活用 

危険箇所・防災設備や災害時要配慮者の把握 

避難所位置や避難経路 

防災関係施設・資機材リスト 

避難所リスト 

関係機関等連絡先リスト 

保有防災資機材リスト 

地区防災タイムライン 水害版タイムライン、地震版タイムライン 

 

＜参考例の項目一覧＞ 

■本書の目的と使い方について 

本書は、地区防災計画作成の「はじめの１歩」が踏み出せるよう、内閣府のガイドラインや

県内の先進事例をもとに、県が作成した参考例（ひな形）※です。 

この参考例のとおりに計画を作成する必要はなく、地区の災害特性や取り組んでいる防災活

動などに応じて、自由に作成していただいて構いません。 

地区のみんなで意見やアイディアを出し合い、計画作りを通して、地区住民の顔の見える関

係づくりや防災力の向上に取り組んでいただきたいと思います。 

 

※この参考例（ひな形）の様式は県ホームページでダウンロードすることができます。 

熊本県 作ってみよう地区防災計画 
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次ページから、作成例 

■計画作成のための補助教材「地域防災活動支援プログラム」の紹介 

■作成に当たってよくある質問 

Q．計画作成のために、何から始めればいいの？ 

A．まずは、防災活動の中心となる地域住民を集めます。地区の代表者だけで

なく、女性や若者、高齢者や障がい者など多様な人々に声を掛けましょ

う。その後、集まった人たちで話合い、地区の災害リスクや現在の活動状

況について整理しましょう。整理することによって、課題が見えてくるは

ずです。その課題を共有し、対策を考え、計画にまとめてみましょう。 

Q．計画作成で行き詰まった場合にはどうすればいいの？ 

Ａ．地区防災計画を作成していく中で、地区だけで解決できない問題等が出

てきた際には、市町村の防災担当課に相談するなど第三者の視点を取り

入れてみましょう。解決の糸口が見えてくるはずです。 

 

 

※作成例に出てくる看板の数字は 

「地域防災活動支援プログラム」のプログラム番号です。 

（例）      ②－3「資機材による救出訓練」（P１６～１７） 

熊本県 地域防災活動支援プログラム 

「地域防災活動支援プログラム」は、楽しく防災について考え、地

域の状況に応じた防災活動のプログラムが掲載されています。地

区防災計画の作成に当たって、ぜひご活用ください。 
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暴投 

□□□地区防災計画 

 

令和○○年○○月 

□□自主防災クラブ・自治会 

➣計画の名称が「地区防災計画」である必要はありません。 
（例）□□校区防災計画、□□自主防災計画、□□マンション防災計画など 

➣既に自主的な防災計画がある場合は、その計画が現在の地区の状況や想定される災害に合って
いるかどうか、改めて課題を見直しましょう。その際、様々な立場の人の視点を取り入れ、ま
とめていくことが重要です。 

作 成 例 

 

基本方針：（例）・地域は、地域で守る 

・想定外を共助で乗り越える 

         

 

基本方針決定後は、その方針を達成するた
めに必要なことは何か考えてみましょう。 
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①地区の範囲 

□□町内会（〇丁目～〇丁目）、□□校区 □□マンション など 

 
②地区の社会特性 

・人口：約〇〇〇人    ・世帯数：約〇〇世帯  

・高齢者人口（65 歳以上）が占める割合は〇％と、高齢化が進ん

でおり、災害時要配慮者も多く存在する。 

・□□市のベッドタウンであるため、昼間と夜間人口に大きな差

がある。 

・□□地区は、戦後の高度成長期に整備されたニュータウンであ

り、住民の高齢化や住宅等の老朽化が問題となっている。 

・□□地区は、新興住宅地であり、子育て世代が多い。など 

③地区の災害リスク 

・山間部の住宅地で斜面が多い地区である。 

・土砂災害警戒区域に指定された場所がある。 

・大雨で□□川が氾濫し、周辺地区が浸水したことがある。 

・ハザードマップ上、□□駅周辺が浸水想定区域（0.5m 以上 3.0

ｍ未満）となっている。 

・道路が非常に狭いため、災害発生時に緊急車両等の通行が困難

になる可能性がある。など 

 

 

➣町内会単位、小学校単位など、対象地区の範囲は自由に設定できます。 

➣ひとつの地区だけで課題解決が難しい場合は、他の地区と連携して解決策を探ることも検討し

ましょう。 

➣地区の自然特性（地理・地形、過去の災害等）や社会特性（人口構成、土地利用等）を踏まえ  

 て、災害リスクに対する課題を計画内に記載し、共有することが重要です。 
 

地区の地形的な特徴や地区で災害が発 
生しそうな場所など、災害リスクに関 
する情報をここに記載します。 

 

１．地区の概要 

（１）地区の特徴 
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災害種別 想 定 対 策 

豪雨災害 

・斜面の多い□□地区では、土砂災

害が想定される。 

・□□川の氾濫によって、県道〇号

線が通行不能になる可能性がある。 

・避難準備情報が出た段階で、避難行

動要配慮者などについては、避難を行

う。 

・避難する際には、隣近所にも声をか

け、速やかな避難を心掛ける。 

地震災害 

・今後、発生すると想定されている

日奈久断層帯による巨大地震の想

定震度は、□□地区では震度６弱と

されている。加えて、液状化が発生

する恐れがある。 

・家屋の倒壊、土砂崩れ火災発生や

山林火災への延焼等により、人的被

害も想定される。 

・危険箇所を洗い出し、防災マップ上

で整理する。 

・防災マップを各家庭に配布する。 

・避難する場合、ガスの元栓等を閉め

るなどの出火防止に努めるよう啓発す

る。 

 

災害名称及び 

災害発生年月日 
災害による被害状況と当時の状況 

〇・〇豪雨 

昭和〇年〇月〇日 

熊本県中部から南部に停滞した梅雨前線は、〇月〇日夜半より活発な活動を始

め、〇〇川流域に多量の降雨をもたらした。流域の各地で日雨量が 300～400 ㎜

（〇日）を記録する豪雨となり、 護岸決壊や根固めの流出などが発生した。 

 □□地区では、床上浸水〇世帯〇人、床下浸水〇世帯〇人に被害があった。 

□□地震 

平成〇年〇月〇日 

 建物被害による多くの死者・負傷者が発生し、電気・ガス・水道などのライフ

ラインが停止した。 

 地震により火災が発生。道路が非常に狭い箇所があり緊急車両の通行に影響が

出た結果、延焼が拡大する事態が発生した。 

 □□地区では、負傷者〇人、全壊〇棟、大規模半壊〇棟、半壊〇棟、一部損壊

〇棟の被害があった。 

〇・〇集中豪雨 

令和〇年〇月〇日 

線状降水帯が熊本県の東西に連なるように発生したことにより、累計雨量が４

００ミリという記録的な豪雨となり、□□川が氾濫し、周辺地区が浸水した。 

 □□地区では、床上浸水〇世帯〇人、床下浸水〇世帯〇人に被害があった。 

（２）今後想定される災害（例） 

 近年の災害は、時間雨量が 100 ㎜を超えるような豪雨や大地震など、天変地異とも言うべ

き自然現象による災害が発生しています。そこで、□□地区では、温暖化現象による気象変動

や、近い将来発生するとされる日奈久断層帯による地震等の被害を次のように想定します。 

【参考】地区の過去の災害（例） 

 

➣地区の特徴や過去の災害をもとに、今後予想される災害を想定し、対策を立ててみましょう。 

➣過去の災害については、県・市町村の地域防災計画やホームページ（例：気象庁「災害をもた

らした気象事例」）等で確認してみましょう。 
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２．防災活動 

（１）活動目標 

（例）迅速な安否確認体制を構築し、防災訓練を毎年実施！ 

地区防災組織の住民認知度１００％を目指す！ など 

（２）活動体制 

小さくても具体的な目標を設定するこ 
とで、効果も見えやすく活動を継続し 
やすくなります。 

 

➣実情にあった防災活動体制を構築しましょう。 

➣災害時には、臨機応変な対応を求められる場合があります。その際の体制も想定しておきま

しょう。 

➣災害に備え、地域にどんな組織があるか把握し、連携を目指しましょう。 

会長
副会長

情報班

安否確認班

連 携

総務班

物資班

福祉班

・災害発生後に、参集した班長を中心に対策本部（□□公民館内）を設置する。

・会長が不在の場合には、副会長が指揮を執る。

・全体調整

・被害、避難状況の全体把握

・啓発、広報

・災害時の情報収集及び伝達

・避難経路の点検

・災害時の住民安否確認

・器具の整備、点検

・災害時の水、食料の配分（炊き出し）

・災害時要配慮者の支援体制の整備

会長

□□市町村

（防災安全課）
消防団

□□介護

事務所
小学校

・・・
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項 目 具体的内容 実施時期 

防災訓練 市町村や消防団との合同防災訓練を開催する。 毎年５月頃 

防災知識の 

普及・啓発 

早期避難に関する防災研修会を開催する。 毎年６月頃 

地区の防災活動内容を周知するため、夏祭りの参加者に防

災グッズと合わせて、地区防災計画の概要版を配布する。 
毎年７月頃 

子どもたちが防災に興味を持てるよう防災クイズ大会や

防災ウォークラリーを開催する。 
毎年９月頃 

地区の安全点検 
地区内の危険箇所を把握するため、地区防災マップの更新

を行う。 
毎年 10 月頃 

災害時要配慮者の 

支援体制の整備 
災害時要配慮者リストの更新を行う。 毎年 11 月頃 

地区防災計画 

の見直し 
1 年間の防災活動を検証し、計画の見直しを行う。 毎年３月頃 

（３）平常時における防災活動（例）                    

➣年間の恒例行事（祭り、地区運動会など）と防災活動を組み合わせると効果的です。 

➣１年間を通して活動を行った締めくくりとして、年度末に検証・評価を行い、次年度に向けて

計画内容を見直すことが大切です。 
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活動名 担 当 活動内容 

役員の招集 

地区災害対策本部 

 

会 長 

副会長 

総務班 

各班長 

 

・会長は、役員を招集し地区災害対策本部（地区防災本部・

緊急役員会など）を立ち上げる。 

【地 震】震度６弱以上の地震発生  

【風水害】警戒レベル４以上が見込まれる場合（警戒レ

ベル３の時点で招集） 

 

➣組織全体の動きを把握し、災害対応に必要な人員の投

入や活動調整を行う。 

 

情報収集・伝達 

会 長 

副会長 

情報班 

・災害が発生、もしくは危険が予想される場合には、防災

無線や連絡網等を使用し、住民に対して避難するよう呼

びかける。 

 

・地区の被害状況を把握する。 

➣市町村との取り決めに基づき、地区の被災状況などを

取りまとめ、市町村防災担当課へ報告する。 

安否確認 安否確認班 ・地区住民の安否確認を行う。 

災害時要配慮者 

の支援 
福祉班 

・要配慮者リストに基づき避難支援者に連絡を行い、災害

時要配慮者の安否確認、避難の支援を行う。 

避難所の運営 

総務班 

物資班 

福祉班 

 

・□□小学校に開設された避難所の運営を行う。 

 

➣受付簿を設置し、避難者の受け入れ準備を行う。 

➣避難者の状況について取りまとめる。 

➣住民が持ち寄った食材等により炊き出しを行う。 

➣避難者に困りごとがないか声掛けを行う。 

➣防犯対策のため避難所内の巡回を行う。 

 

（４）災害時における防災活動（例）                    

➣災害が発生する恐れがある場合は、地区の被害を最小限に抑えるために、必要な情報を収集

し、役員会や地区対策本部で話し合ったうえで、住民に適切に情報を発信し、避難行動を促し

ましょう。 

➣災害が発生した場合は、まず速やかに安否確認を行い、住民に寄り添った避難所運営を行うな

ど、安全と安心の確保を優先しましょう。 

➣地区の住民に被災した人がいる場合は、気持ちに寄り添った対応を心がけましょう。 

災害によって事象を分け、 
対応を決めておきましょう。 
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課 題 内 容 達成目標・時期 

担い手の育成 
・県が開催している防災士育成研修（火の

国ぼうさい塾）へ参加する。 

令和〇年度までに防

災士資格取得者〇人。 

井戸水マップの作成 

・井戸の分布図を作成する。いつ誰がどの

ように使用していいかを確認し、地図に

まとめ、避難所などに掲示する。 

令和〇年度までの完

成を目指す。 

マイタイムラインの普及 

・マイタイムラインの作成支援を行う。 

※マイタイムラインとは、住民一人ひとり

が、自ら考え命を守る避難行動をとるため

の防災行動を時系列に整理したもの。 

令和○年度までに各

家庭の作成率〇〇％

を目指す。 

隣接地区との協力・連携 

・大規模災害が発生した場合、１地区だけ

では対応しきれないことも想定される

ため、隣接地区との協力、連携を図る。 

・隣接地区との合同防災訓練の開催。 

令和〇年度までに、合

同防災訓練を実施す

る。 

（５）中長期的な活動予定（例）                    

➣地区の防災活動の中で、中長期的に取組むことで成果があがる活動や、地区の防災活動に

おける中心的な人材の育成などを考えることが大切です。 
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３．地区防災マップ 

➣市町村が作成した「ハザードマップ」等をベースにし、危険箇所、避難場所、要配慮者等をはじ

め、地区ならではの情報を盛り込んだ地区防災マップを作成しましょう。 

➣危険箇所等を盛り込むだけでなく、避難時の注意点等も合わせて記載することで、より実用性の

あるマップが完成します。 

➣マップを作成する際には、個人情報に十分配慮すること。 

 

〇事例紹介：「災害時等支え合いマップ」の作成（人吉市 永野町） 

➣災害時要配慮者を、誰が避難支援するのかといった情報を地図に書き込み、地域で情報を共有し、災

害に備えている。 

➣マップの対象者には、見守り活動を実施するなど、日常的な支え合い活動にも活用している。 

【参考例：熊本市杉上校区第７町内】 
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類 別 施設名 住 所 避難所開設者 電話番号 

一次避難所 
□□公園      

□□広場      

指定避難所 
□□小学校   □□自主防災組織 ℡ 

□□ホール   □□市町村職員 ℡ 

 

 

類 別 施設名 住 所 電話番号 

市町村 
□□市町村 

危機管理防災課 
  ℡ 

医療機関 

□□医院 

（内科、小児科） 
 ℡ 

□□整形外科病院  ℡ 

消防署 □□消防署 
  

℡ 

警察 □□交番 
  

℡ 

電気 
□□電力 

営業所 

  
℡ 

ガス 
□□ガス  

営業所 

  
℡ 

水道 
□□水道 

事務所 

  
℡ 

 

 

 

 

 

 

 

４．防災関係施設・資機材等リスト 

（１）避難所                    

（２）関連機関・施設の連絡先                    

➣避難所リストを作成する際には、避難所の開設者や避難経路及び避難に要する時間などを確

認しましょう。 

➣関係機関に記載する機関とは、関係構築のため定期的に交流を行うなど「顔の見える関係づ

くり」を行っておくと良いでしょう。 
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物 品 数 量 保管場所 
備 考 

発電機 2 □□公民館   

ヘルメット 31 □□公民館   

拡声器 3 □□公民館   

ブルーシート 15 □□小学校倉庫   

・・・       

（３）保有防災資機材リスト（例）                    

 

➣地域の実情、活動体制等を踏まえ、どのような資機材を備えるべきか、保管場所をどうするか十

分に検討することが重要です。 

➣役員交代等で管理が行き届かなくなる事例も多いため、定期的に資機材の点検や使用方法の確認

を行いましょう。 

 

・防災資機材の例  

① 情報収集・共有・伝達 

   無線機、拡声器、ラジオ、地図、模造紙、マジック など 

② 初期消火 

   ポンプ、散水装置、防火水槽、ホース、消火器、防火衣、ヘルメット 

バケツ など 

③ 救出・救護 

   バール、はしご、のこぎり、スコップ、ロープ、担架、救急箱 

   毛布 など 

④ 避難所運営 

   発電機、標識板、ブルーシート、寝袋、筆記用具 など 

⑤ 給食・給水 

   炊飯装置、鍋、コンロ、ガスボンベ、給水タンク など 
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 経過時間 一般的な出来事 □□地区自主防災組織 住 民 □□市町村 

初
動
対
応 

発災直後 

地震発生 

建物倒壊、出火が始まる 

停電、断水、ガスが止まる 

身の回りの安全確保 

情報収集開始 

身の回りの安全確保 

火元の確認、出火防止 

災害対策本部設置 

（職員参集） 

1 時間まで 

救命救急活動 

火災が拡大 

二次災害の呼びかけ 

地区災害対策本部設置 

安否確認や被害情報収集 

地区の見回り開始 

災害時要配慮者支援 

一時避難所へ参集 

防災行政無線で、

住民へ注意喚起の

放送 

被害状況調査 

応
急
対
応 

 

６時間まで 被害の中心地や範囲が判明 
避難所開設準備 

資機材の搬入、設置 
避難所へ移動 

避難所担当職員が

避難所を開設 

1 日まで 自衛隊が到着 
給水、給食活動 

避難者の体調管理 
 支援物資の配送 

３日まで 

広域火災が鎮火、停電解消 

ボランティア支援開始 

生き埋めなどの生存低下 

ボランティアと連携開始 

在宅避難者の把握と支援 
 

ボランティアセン

ター開設 

応急危険度判定 

復
旧
期 

2 週間まで 

行方不明者の捜索完了 

仮設住宅の建設 

水道やガスの復旧 

  
住家被害認定調査 

公費解体受付開始 

復
興
期 

1 か月後 仮設住宅入居開始 地区災害対策本部解散  
罹災証明書発行 

被災者支援制度 

 

 

 

 

 

□□地区自主防災組織 住 民 □□市町村 

命を守るための最善の行動をとる 災害発生情報 

一般住民への避難呼びかけ 

避難誘導開始 

一般住民の避難開始 

（隣近所への避難の呼びかけ） 

災害対策本部の設置 

避難勧告・避難指示の発令 

地区災害対策本部設置 

被害、避難状況の全体把握 

災害時要配慮者の支援開始 

災害時要配慮者の 

避難開始 

避難準備情報発令 

消防団出動要請 

町内全避難所の開設 

役員へ連絡 

住民への注意喚起 

地区の状況確認 

非常用持出品の確認 

防災行政無線で、住民へ注

意喚起の放送 

水防待機開始 

テレビや熊本地方気象台ホームページ等から情報の収集 

➣「いつ」「誰が」「何をするか」をあらかじめ時系列で整理することで、災害時に判断に迷う時

間を減らすことができます。 

５ 地区防災タイムライン 

●□□自主防災組織タイムライン（地震版）※震度６弱以上を想定 

●□□自主防災組織タイムライン（水害版） 

作成例はここまで 
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■計画を作成した後は・・・ 

「災害は忘れた頃にやってくる」という警句がありますが、近年は、忘れる間もなく、

日本各地で大規模な災害が発生しています。 

計画作成後は、日頃から災害に備えるため、住民に計画の内容を説明する機会を設け、

計画に基づく防災活動を継続して実施しましょう。 

【参考例：荒尾市 普源寺地区】 

➣計画内容が充実し、分量が多くなった場合は、住民が読みやすいように計画の概要版※ 

を作成し、配布することをおすすめします。 

※A3 サイズ１枚程度でまとめると回覧もしやすくなります。 

【おわりに】 
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参 考 

地区防災計画ライブラリ 内閣府                   

➣地域別・テーマ別に作成された地区防災計画の事例が紹介されており、作成の

ヒントや経験がたくさん詰まっています。 

➣熊本県内の自主防災組織の設立促進・活動活性化のため、自主防災活動事例集

「平常時編」と「災害時編」を作成しました。平常時編では自主防災組織が平

常時に行う啓発活動や訓練の事例、災害時編では自主防災組織が災害対応を行

うための災害対応マニュアルとそれを基に実施した防災訓練の事例を掲載して

います。 

熊本県 自主防災組織活動事例集                   

防災情報くまもと                   

➣熊本県の様々な防災情報を見やすくリアルタイムに提供しています。 
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作ってみよう 地区防災計画 

～地区防災計画の参考例～ 

令和２年１２月 

発行：熊本県 
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